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町
で
は
、
誰
も
が
安
心
、
安
全
、

快
適
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
第
四

回
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
策

定
委
員
会
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
第
四
回
委
員
会
】

　

三
月
一
日
（
火
）、
役
場
で
第
四
回

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
内
容
を

中
心
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
特
定
経
路
の
決
定

　

第
三
回
委
員
会
で
の
案
を
踏
ま
え

て
各
事
業
者
と
協
議
し
た
結
果
、
町

道
の
一
部
を
特
定
経
路
か
ら
準
特
定

経
路
に
変
更
し
、
図
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

○
特
定
事
業
計
画
な
ど
の
決
定

　

重
点
整
備
地
区
、
特
定
経
路
を
中

心
と
し
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
が
実
施
さ
れ
る

の
か
、
各
事
業
者
と
の
協
議
結
果
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

駅
で
は
ホ
ー
ム
間
を
結
ぶ
歩
道
橋

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
り
、

周
辺
の
道
路
で
は
歩
道
の
整
備
や
見

や
す
い
信
号
機
に
取
り
替
え
た
り
な

ど
の
事
業
内
容
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
二
〇
一
〇
年

（
平
成
二
十
二
年
）ま
で
に
実
施
す
る

も
の
と
二
〇
一
〇
年
以
降
に
実
施
さ

れ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
、
各
事
業

者
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
一
体
的

に
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

（
案
）
に
つ
い
て

　

今
ま
で
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

含
め
て
四
回
に
わ
た
っ
て
話
し
合
わ

れ
た
結
果
が
、
基
本
構
想
（
案
）
と

し
て
提
示
さ
れ
、
活
発
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歩
道
の
色
や
視
覚
障
害
者
誘
導
用

ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
方
法
な
ど
の
事
業

の
詳
細
を
検
討
す
る
と
き
は
、
実
施

す
る
段
階
で
、
事
業
者
だ
け
で
な
く
、

関
係
機
関
や
、
実
際
に
利
用
す
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
進
め
て
い
き
、
そ
の
場
所
に
適

し
た
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
周
辺
の
通
学
路
に
つ
い
て

も
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
事
業
と
協

調
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と

を
構
想
の
中
に
盛
り
込
む
こ
と
な
ど

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
今
後
の
予
定

　

今
回
話
し
合
わ
れ
た
基
本
構
想
の

案
に
つ
い
て
は
、
修
正
し
次
回
の
第

五
回
委
員
会
で
更
に
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
実
施
さ
れ
る
特
定
事
業
の
内

容
や
、
基
本
構
想
の
具
体
的
な
内
容

は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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▲重点整備地区／特定経路

▲熱心に討議される委員の皆さん




